
一
、
は
じ
め
に

主
著
『
正
法
眼
蔵
』
を
通
し
て
み
た
道
元
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
世

以
来
、
哲
学
的
あ
る
い
は
歴
史
学
的
立
場
か
ら
す
る
幾
多
の
研
究
が
見
ら
れ
る

（
１
４
）

が
、
曹
洞
原
始
僧
団
に
お
け
る
子
弟
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り

顧
段
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
こ
う
し
た
教
育
史
的
あ

る
い
は
教
育
学
的
観
点
か
ら
す
る
道
元
の
研
究
が
、
全
く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
宮
坂
哲
文
氏
は
そ
の
著
『
禅
に
お
け
る
人
間
形
成
』
を
世
に

間
う
て
お
ら
れ
、
そ
の
中
で
氏
は
日
本
教
育
史
上
に
占
め
る
『
永
平
清
規
』
の

位
置
に
着
目
し
、
叢
林
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
「
仏
家
」
と
か
「
家

風
」
と
い
う
語
の
も
つ
仏
道
修
行
上
の
意
義
を
根
拠
と
し
て
、
宗
教
団
体
た
る

禅
林
社
会
を
一
つ
の
「
家
」
と
し
て
把
え
、
そ
こ
に
絶
対
の
真
理
を
求
め
て
平

等
な
立
場
で
集
う
学
道
者
の
「
隣
人
的
結
合
」
が
見
ら
れ
る
と
し
、
そ
こ
で
の

教
育
は
「
生
活
共
同
社
会
の
教
育
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
叉
、
唐
沢
富
太
郎
博

士
は
『
佛
教
的
人
間
像
の
探
求
』
と
い
う
名
著
を
あ
ら
わ
さ
れ
、
鎌
倉
新
仏
教

の
祖
師
た
ち
、
親
鴬
・
道
元
・
日
蓮
の
人
間
像
を
探
求
す
る
中
で
、
禅
教
育
の

道
元
に
お
け
る
叢
林
教
育
の
二
面
性

ｉ
仏
の
教
育
と
菩
薩
の
教
育
口

精
神
と
形
態
に
論
及
し
、
「
道
元
の
教
育
の
根
本
」
は
「
菩
薩
道
の
精
神
」
に

あ
る
と
さ
れ
、
道
元
の
叢
林
教
育
を
「
菩
薩
の
教
育
」
と
規
定
し
て
い
る
感
が

あ
る
。そ

こ
で
私
は
こ
れ
ら
先
学
の
業
績
に
導
か
れ
な
ら
、
少
し
く
視
点
を
変
え
、

道
元
の
叢
林
教
育
に
は
二
つ
の
面
、
い
わ
ば
「
仏
の
教
育
」
と
「
菩
薩
の
教

育
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
且
つ
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
、
そ
の
目
標
論

・
組
織
論
等
の
詳
論
は
避
け
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
両
教
育
の
特
質
を
考

察
し
て
諸
賢
の
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。

二
、
叢
林
構
成
員
の
性
格

当
時
の
叢
林
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
か
。
道
元
に

お
け
る
叢
林
教
育
の
二
面
性
を
明
か
に
す
る
手
掛
は
、
曹
洞
原
始
僧
団
構
成
者

の
仏
道
修
行
者
と
し
て
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
天
福
元
年
（
一

二
三
三
）
、
洛
南
深
草
、
極
楽
寺
の
旧
蹟
に
興
聖
宝
林
寺
を
開
い
た
叢
林
の
主

宰
者
・
道
元
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
昭
和
五
十
年
度
の
本
学
会
大
会
に
お

い
て
、
「
菩
薩
」
と
い
う
よ
り
は
「
仏
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
発
表
済
み
で
あ

加

藤
健
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’

る
。
従
っ
て
こ
こ
に
繰
返
す
必
要
も
な
い
と
は
思
う
が
、
い
さ
さ
か
違
っ
た
観

点
か
ら
こ
の
点
に
若
干
触
れ
て
本
論
の
手
始
に
し
た
い
。

ま
ず
『
正
法
眼
蔵
』
嗣
書
の
巻
に
よ
っ
て
道
元
の
仏
祖
観
を
一
瞥
す
れ
ば
、

佛
佛
か
な
ら
ず
佛
佛
に
嗣
法
し
、
岨
砠
か
な
ら
ず
岨
砠
に
嗣
法
す
る
、
こ

れ
證
契
な
り
、
こ
れ
蹴
伝
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
無
上
菩
提
な
り
。
佛
に
あ

ら
ざ
れ
ぱ
佛
に
印
證
す
る
に
あ
た
は
ず
、
佛
の
印
證
を
え
ざ
れ
ぱ
佛
と
な

る
こ
と
な
し
。
佛
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
た
れ
か
こ
れ
を
厳
重
な
り
と
し
、

（
の
／
』
）

無
上
な
り
と
印
す
る
こ
と
あ
ら
ん
。

と
見
え
て
い
る
。
釈
尊
・
迦
葉
間
の
抽
花
微
笑
や
、
達
磨
・
慧
可
の
間
の
礼
拝

得
髄
の
例
に
見
る
ま
で
も
な
く
、
禅
に
お
け
る
師
資
間
の
面
授
嗣
法
は
『
法
華

経
』
方
便
品
の
い
わ
ゆ
る
「
唯
仏
与
仏
」
、
只
仏
の
象
仏
を
印
証
す
る
こ
と
が

出
来
、
仏
の
み
仏
の
印
証
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
て
仏
の
印
証
を

得
、
「
無
自
淵
悟
」
し
た
も
の
は
「
無
上
菩
提
」
の
人
で
あ
り
、
人
が
こ
の

「
無
上
菩
提
の
人
に
て
有
を
り
、
是
を
ほ
と
け
と
い
ふ
・
」
（
唯
佛
與
佛
）
つ
ま

り
道
元
に
お
け
る
仏
と
は
、
実
の
如
く
諸
法
を
知
り
仏
の
印
証
を
得
た
も
の
、

言
い
換
え
れ
ば
無
上
菩
提
を
悟
れ
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
道
元
の
基

本
的
な
仏
祖
観
で
あ
る
。

道
元
の
こ
う
し
た
仏
祖
観
は
他
の
仏
教
一
般
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
『
域
伽
師
地
論
』
第
八
十
三
に
は
、

言
二
佛
陀
一
者
、
謂
畢
寛
断
二
一
切
煩
悩
丼
諸
習
氣
一
。
現
二
等
正
覺
阿
褥
多

（
＠
Ｊ
）

羅
三
貌
三
菩
提
一
故
。

と
あ
り
、
又
『
大
智
度
論
』
第
六
十
五
に
は
、

佛
秦
言
二
覺
者
知
者
一
・
何
者
是
。
所
謂
正
知
二
一
切
法
一
切
種
一
故
名
レ
覺
・

（
４
）

一
切
法
者
。
所
謂
五
衆
十
二
入
十
八
界
等
。

と
見
え
て
い
る
。
阿
褥
多
羅
三
薪
三
菩
提
と
は
無
上
菩
提
と
も
言
わ
れ
、
最
高

至
上
の
悟
り
を
指
し
、
五
衆
十
二
入
十
八
界
と
は
人
間
存
在
の
構
成
要
素
・
主

客
全
て
の
世
界
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
『
爺
伽
師
地
論
』
の
等
正
覚
を
現

ず
る
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
と
そ
の
習
気
を
断
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
『
大
智
度

論
』
の
言
う
一
切
法
一
切
種
を
如
実
に
知
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
帰
す
る
と
こ

ろ
仏
と
は
道
元
に
お
け
る
と
同
様
、
諸
法
実
相
を
悟
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。『

建
測
記
』
、
そ
の
他
の
明
か
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
道
元
は
宋
・
宝
慶
元

年
（
一
二
二
五
）
七
月
夏
安
居
の
折
、
天
童
如
浄
（
二
六
三
’
一
二
二
八
）

の
も
と
に
身
心
脱
落
し
、
同
じ
く
三
年
（
一
二
二
七
）
、
如
浄
か
ら
芙
蓉
道
搭

（
一
○
四
三
’
一
二
八
）
の
法
衣
、
宝
鏡
三
昧
等
と
共
に
、
師
資
証
契
の
証

と
し
て
嗣
書
を
授
っ
て
い
る
。
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
八
月
、
二
十
八
才
で

帰
朝
し
た
道
元
は
し
ば
ら
く
建
仁
寺
に
寓
し
、
や
が
て
深
草
の
安
養
院
に
移
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
雲
遊
薄
寄
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
八
月
、
『
正
法
眼
蔵
』
九
十
五
巻
中
、
最
初
の

選
述
に
な
る
辮
道
話
の
巻
に
は
、

つ
ゐ
に
太
白
峯
の
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
一
生
参
學
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り

ぬ
。
そ
れ
よ
り
の
ち
、
大
宋
紹
定
の
は
じ
め
、
本
郷
に
か
へ
り
し
、
す
な

は
ち
弘
法
救
生
を
お
も
ひ
と
せ
り
、
（
中
略
）
ま
の
あ
た
り
大
宋
国
に
し

て
禅
林
の
風
規
を
見
聞
し
、
知
識
の
玄
旨
を
稟
持
せ
し
を
、
し
る
し
あ
つ

め
て
、
参
學
閑
道
の
人
に
の
こ
し
て
、
佛
家
の
正
法
を
し
ら
し
め
ん
と

（
５
）

す
。
こ
れ
眞
訣
な
ら
ん
か
も
。

と
あ
り
、
如
浄
に
参
投
し
た
道
元
は
遂
に
コ
生
参
學
の
大
事
こ
こ
に
を
は
」

っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
れ
の
承
な
ら
ず
、
「
夫
正
師
者
、
不
し
問
二
年

四
○



老
耆
宿
一
、
唯
明
二
正
法
一
号
、
得
二
正
師
之
印
證
一
也
・
」
（
『
學
道
用
心
集
』
）
と

か
、
「
い
は
ゆ
る
大
善
知
識
は
佛
耐
な
り
。
か
な
ら
ず
巾
瓶
に
勤
格
す
べ
し
。
」

（
陀
羅
尼
）
等
の
各
文
と
考
え
合
せ
て
、
彼
に
は
自
己
こ
そ
釈
尊
嫡
伝
の
正
法

を
も
っ
て
衆
生
救
済
の
大
役
を
担
う
仏
祖
・
善
知
識
・
正
師
で
あ
る
と
い
う
自

負
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
・
事
実
、
古
仏
如
浄
の
証
契
を
受
け
た
道
元
が
仏

で
あ
り
、
且
つ
こ
れ
だ
け
の
自
負
が
な
け
れ
ば
、
「
知
識
の
玄
旨
を
稟
持
せ
し

を
、
し
る
し
あ
つ
め
て
、
参
學
閑
道
の
人
に
の
こ
し
て
、
佛
家
の
正
法
を
し
ら

し
め
ん
と
す
」
る
、
彼
の
全
生
涯
を
賭
け
た
無
上
の
行
持
、
『
正
法
眼
蔵
』
九

十
五
巻
を
始
め
と
す
る
数
多
の
提
楜
は
聞
か
れ
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
道
元

は
「
こ
れ
眞
訣
な
ら
ん
か
も
」
と
や
や
控
え
め
な
表
現
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

心
中
に
あ
る
も
の
は
決
し
て
「
か
も
」
に
よ
っ
て
含
意
さ
れ
る
よ
う
な
代
物
で

は
な
か
っ
た
。

以
上
、
曹
洞
原
始
僧
団
に
お
け
る
正
師
・
道
元
が
仏
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
会
下
の
衆
僧
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
永
平
室
中
聞
書
』
の
中
の
次
の
記
事

で
あ
る
。

…
…
雛
し
然
於
二
佛
法
一
、
眞
實
取
二
正
信
一
、
有
二
其
期
一
嗽
。
其
所
以
、
於
二

先
師
會
一
所
し
聞
法
、
此
一
雨
年
稽
二
古
之
一
、
皆
是
雌
し
所
し
聞
二
子
先
師
一
、

當
初
與
二
而
今
一
異
。
所
し
謂
異
者
、
先
師
弘
通
佛
法
者
、
今
叢
林
作
法
進

退
。
正
是
雛
し
聞
二
佛
儀
佛
法
一
、
内
心
私
存
、
此
外
眞
實
佛
法
定
在
し
之
。

（
虞
Ｕ
）

然
近
比
改
二
此
見
一
。

こ
れ
は
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
の
記
事
で
あ
り
、
建
長
七
年
は
道
元
没
し
て

二
年
、
当
時
永
平
寺
は
第
二
代
懐
弊
（
二
九
八
’
三
一
八
○
）
の
統
治
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
先
師
・
道
元
の
遺
戒
を
守
り
、
ひ
た
す
ら
弁
道
に
励
む

義
介
（
三
二
九
’
一
三
○
九
）
は
、
一
山
に
斉
肩
す
る
も
の
と
て
な
ぎ
参
学

の
先
達
と
し
て
、
人
々
の
尊
崇
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
一
門
の
先
達
、
義
介
で

さ
え
、
そ
れ
ま
で
長
年
の
間
、
道
元
に
こ
れ
が
仏
儀
仏
法
だ
と
教
え
ら
れ
て
き

た
叢
林
の
作
法
進
退
に
疑
念
を
抱
き
、
定
め
て
こ
の
外
真
実
の
仏
法
な
る
も
の

が
あ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
漸
く
近
頃
に
な
っ
て
、
こ
の
見
解
が

誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
真
実
、
仏
法
を
正
信
す
れ
ば
や
が
て
得
悟
の

時
期
も
訪
れ
よ
う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
他
の
弟
子
た
ち
に
お

い
て
お
や
で
あ
る
。
恐
ら
く
義
介
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
正
法
へ
の
信

が
さ
だ
か
で
な
く
、
脚
下
照
顧
の
お
ぼ
つ
か
ぬ
も
の
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

道
元
は
こ
れ
ら
の
弟
子
を
前
に
し
て
、
あ
る
時
は
「
た
ま
た
ま
出
家
兒
と
な

り
、
離
俗
せ
る
に
に
た
る
も
、
佛
道
を
も
て
名
利
の
か
け
は
し
と
す
る
の
象
お

ほ
し
。
」
（
難
聲
山
色
）
と
嘆
き
、
又
あ
る
時
は
「
正
法
を
疑
著
せ
じ
、
不
信
な

る
べ
か
ら
ず
。
ま
さ
に
正
法
に
あ
は
ん
と
き
、
世
法
を
す
て
て
佛
法
を
受
持
せ

ん
・
つ
ゐ
に
大
地
有
情
と
も
に
成
道
す
る
こ
と
を
え
ん
。
」
（
同
）
と
説
い
て
い

る
。
既
に
衆
知
の
四
弘
誓
願
の
第
一
は
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
と
、
菩
薩
の
救

済
意
志
の
無
限
を
示
唆
し
、
他
方
『
大
毘
婆
沙
論
』
は
、
「
．
：
由
下
此
薩
唾
未
し

得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
時
。
（
中
略
）
渇
二
仰
菩
提
一
。
求
レ
證
欲
レ
誇
不
レ
侭

（
弓
Ｉ
）

不
し
息
。
於
二
菩
提
中
一
心
無
中
暫
捨
上
。
是
故
名
爲
二
菩
提
薩
唾
一
・
」
と
、
菩
薩
の

内
実
と
し
て
、
未
悟
者
の
大
覚
希
求
の
熾
烈
さ
を
教
え
る
時
、
大
慈
大
悲
を
も

っ
て
有
情
を
悲
感
す
る
一
方
、
精
進
勇
猛
に
し
て
大
覚
を
求
筧
す
る
大
心
衆
生

を
意
味
す
る
菩
薩
の
定
義
が
、
そ
の
ま
ま
道
元
門
下
の
衆
僧
に
適
合
す
る
こ
と

は
自
明
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
正
法
へ
の
信
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
衆

生
の
救
済
と
自
己
の
成
道
と
い
う
志
願
を
遂
ぐ
べ
く
、
朝
な
夕
な
道
元
の
鉗
鎚

を
受
け
る
会
下
の
衆
僧
を
、
道
元
自
身
、
「
汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
な
り
。
本

四
一



行
菩
薩
道
の
奉
劉
於
諸
佛
な
り
。
」
（
法
華
稗
法
華
）
と
励
ま
し
て
い
る
か
ら
で

坐
価
〉
ブ
（
》
○

曹
洞
原
始
僧
団
が
叙
上
の
如
く
現
身
の
仏
と
し
て
の
道
元
と
、
そ
の
も
と
に

坐
禅
弁
道
す
る
大
乗
の
菩
薩
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
次

に
は
そ
こ
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方
が
概
観
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
見
佛
の
巻
は
、

（
８
）

所
し
謂
化
導
、
令
レ
得
三
見
レ
佛
發
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一
。

と
、
「
如
來
に
代
っ
て
化
を
揚
げ
る
」
（
『
随
間
記
』
）
正
師
の
役
割
は
、
弟
子
の

前
に
現
身
の
仏
と
し
て
の
自
己
を
示
し
て
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
お
こ

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
き
、

而
今
脚
先
に
行
履
す
る
發
心
發
足
よ
り
こ
の
か
た
、
辨
道
功
夫
、
お
よ
び

（
ｕ
〉
）

證
契
究
徹
、
み
な
見
佛
裏
に
走
入
す
る
活
眼
脂
な
り
、
活
骨
髄
な
り
。

と
、
逆
に
弟
子
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
発
心
よ
り
得
道
に
至
る
ま
で
、
仏
道
修

行
の
一
切
は
「
仏
を
見
る
」
、
見
仏
裏
の
学
道
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

釈
尊
以
来
五
十
余
代
、
連
綿
と
正
法
を
嫡
伝
し
て
き
た
仏
仏
祖
祖
の
影
現
と
し

て
の
現
身
仏
が
、
ひ
れ
も
す
よ
も
す
が
ら
仏
の
行
履
を
弟
子
た
ち
に
示
し
て
、

彼
等
を
大
悟
徹
底
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
、
こ
れ
が
道
元
の
叢
林
教
育
で
あ

り
、
実
際
当
時
の
僧
団
で
正
師
・
道
元
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
仏
の
教
育
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
異
論
が
あ
る
ま
い
。

問
題
は
道
元
の
叢
林
教
育
を
仏
の
教
育
と
い
う
こ
と
で
一
括
し
得
る
か
否
か

で
あ
る
が
へ
こ
れ
に
対
す
る
回
答
と
お
ぼ
し
き
も
の
の
多
く
は
、
『
永
平
清
規
』

の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
も
と
も
と
清
規
と
は
叢
林
に
お
け
る
清
浄

三
、
仏
の
教
育
と
菩
薩
の
教
育

大
海
衆
た
る
衆
僧
の
日
常
依
拠
す
べ
き
学
道
上
の
規
範
を
意
味
し
、
『
永
平
清

規
』
は
典
座
教
訓
・
対
大
己
法
・
弁
道
法
・
知
事
清
規
・
赴
粥
飯
法
・
衆
寮
筬

規
の
六
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
っ
と
も
早
く
、
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
春
の
選
述
に
な
る
典
座
教
訓
に
は
、
「
佛
家
從
レ
本
有
二
六
知
事
一
、

共
爲
二
佛
子
一
同
作
二
佛
事
一
・
」
と
あ
り
、
知
事
清
規
に
も
、
「
知
事
爲
二
貴
而
酋
一
、

須
レ
撰
二
有
道
・
耆
徳
一
。
（
中
略
）
知
事
之
心
術
、
與
二
住
持
之
心
術
一
同
実
。
仁

義
爲
レ
先
、
柔
和
爲
レ
先
。
大
慈
大
悲
、
雲
衆
水
衆
接
一
待
十
方
一
、
一
二
興
叢
席
一
。

不
し
見
二
世
利
一
、
唯
務
二
道
業
一
者
之
所
二
充
來
》
也
。
誠
是
辨
道
薫
練
、
無
し
先
二

於
此
一
者
歎
・
」
と
見
え
て
い
る
。
知
事
と
は
叢
林
の
住
持
を
補
佐
す
る
役
職
者

で
あ
り
、
都
寺
・
監
寺
・
副
寺
・
維
那
・
典
座
・
直
歳
の
六
人
を
数
え
る
。
他

の
衆
僧
と
同
様
、
彼
等
も
一
介
の
修
行
者
で
は
あ
る
。
し
か
し
数
あ
る
弟
子
た

ち
の
中
で
特
に
道
心
堅
固
な
有
徳
者
が
選
任
さ
れ
る
の
を
例
と
し
、
彼
等
は
自

己
の
道
業
に
務
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
仁
義
・
柔
和
の
心
を
も
っ
て
雲
水
を

慈
育
し
、
兼
て
叢
席
を
一
興
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
道
元
は
自
己
の

弟
子
で
あ
る
叢
林
の
菩
薩
た
ち
を
、
知
事
等
教
育
者
と
し
て
の
菩
薩
と
、
自
己

及
び
そ
れ
ら
の
菩
薩
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
る
被
教
育
者
と
し
て
の
菩
薩
に
分

け
、
前
者
す
な
わ
ち
叢
林
の
役
職
者
た
る
菩
薩
た
ち
に
、
一
山
の
住
持
と
同
じ

心
術
・
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
世
利
を
見
ざ
る
清
貧
の
耆

徳
を
知
事
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
有
徳
の
菩
薩
た
ち
の
弁
道
に
、
彼

が
最
高
の
薫
育
薫
化
の
実
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
道
元
の
こ
う

し
た
意
図
は
『
随
間
記
』
の
中
の
、
「
我
濁
翠
揚
セ
ン
ニ
容
易
ニ
ス
ル
ニ
ァ
ラ

ザ
レ
ド
モ
、
佛
祖
行
道
ノ
儀
、
皆
如
し
是
ナ
リ
。
如
來
ニ
シ
タ
ガ
（
っ
）
テ
得
道

ス
ル
モ
ノ
多
ケ
レ
ド
モ
、
又
阿
難
一
一
ヨ
リ
テ
悟
道
ス
ル
人
モ
ァ
リ
キ
・
」
と
い

う
一
文
に
も
窺
わ
れ
、
実
際
彼
は
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
十
二
月
、
筆
頭
弟
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子
・
懐
弊
に
、
興
聖
寺
最
初
の
乗
挑
を
行
わ
せ
て
い
る
。

叢
林
の
役
職
者
と
し
て
の
菩
薩
に
、
そ
の
道
業
へ
の
精
進
を
す
込
め
る
と
共

に
、
一
般
衆
僧
の
薫
育
教
化
の
役
割
を
担
わ
せ
ん
と
す
る
道
元
は
、
一
方
、
被

教
育
者
た
る
一
般
衆
僧
に
つ
い
て
は
ど
う
言
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く

『
永
平
清
規
」
の
対
大
己
法
に
は
、

第
六
、
立
如
二
事
師
法
一
。
第
七
、
若
有
二
教
諏
一
當
二
須
設
レ
禮
聰
受
、
如
法

（
皿
）

観
察
思
惟
一
。

第
六
十
二
、
見
二
大
己
一
無
し
有
二
窮
壼
一
。
初
夏
見
二
大
己
一
、
極
果
見
二
大

己
一
。

右
、
對
二
大
己
五
夏
十
夏
一
法
、
是
則
諸
佛
諸
帆
之
身
心
也
、
不
し
可
し
不
し

學
。
若
不
レ
學
者
、
祖
師
道
溌
、
甘
露
法
滅
也
。
（
中
略
）
實
是
大
乘
極
地

（
皿
）

也
。

と
説
か
れ
て
い
る
。
対
大
己
法
と
は
詳
し
く
は
「
對
大
己
五
夏
閏
梨
法
」
と
称

さ
れ
る
も
の
で
、
夏
安
居
を
五
回
以
上
経
験
し
た
叢
林
の
長
上
者
・
先
輩
に
対

す
る
礼
儀
を
基
調
と
し
た
一
般
修
行
僧
の
心
得
を
教
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
全

部
で
六
十
二
条
か
ら
成
り
、
『
教
訓
律
儀
』
事
師
法
第
三
の
条
文
を
適
宜
に
抄

出
添
加
し
た
も
の
が
多
い
。
叢
林
の
一
般
修
行
僧
が
そ
れ
ら
先
輩
に
対
し
て
と

る
べ
き
態
度
は
、
恰
も
師
に
つ
か
え
る
が
如
く
、
も
し
大
己
か
ら
垂
示
が
あ
る

時
は
礼
を
の
べ
て
聞
き
、
如
法
に
観
察
思
惟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
外

こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
が
、
対
大
己
法
の
全
条
は
殆
ど
こ
れ
に
類
し
た
長
上
者
へ

の
信
懸
と
帰
依
・
服
従
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
第
六
十
二
条
を
見
る

に
、
一
般
衆
僧
は
初
発
心
に
も
大
己
に
学
び
極
果
に
も
大
己
を
拝
し
、
一
生
涯

大
己
を
師
範
と
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
「
見
大
己
」
に
決
し
て
窮
壼
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
道
元
に
よ
れ
ば
、
大
己
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
在

Ｂ
、
そ
の
主
体
そ
れ
で
は
仏
の
教
育
と
菩
薩
の
教
育
に
は
夫
々
ど
の
よ
う
な

特
質
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
検
討
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
伴
う
。

一
概
に
仏
の
教
育
と
規
定
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
絶
対
的
存
在
と
し

て
の
神
と
異
り
、
現
身
仏
と
し
て
の
道
元
に
人
間
的
側
面
が
残
る
限
り
、
そ
の

云
為
の
一
切
が
わ
れ
わ
れ
の
目
か
ら
見
て
、
必
ず
し
も
仏
の
も
の
と
は
思
え
な

い
。
そ
こ
で
今
は
道
元
の
著
作
や
行
実
の
中
か
ら
、
よ
り
仏
の
教
育
ら
し
い
も

の
を
拾
う
ほ
か
な
い
こ
と
が
そ
の
第
一
点
で
あ
る
。
そ
の
第
二
点
は
興
聖
寺
・

永
平
寺
時
代
を
通
じ
て
、
曹
洞
原
始
僧
団
に
お
け
る
知
事
等
の
菩
薩
た
ち
の
、

言
語
・
動
作
を
通
し
て
の
初
心
・
晩
学
へ
の
垂
示
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
資

料
と
し
て
殆
ど
残
存
せ
ず
、
従
っ
て
菩
薩
の
教
育
と
や
や
大
仰
な
言
い
方
を
し

て
も
、
僅
か
に
残
る
道
元
伝
付
随
の
行
業
記
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
道
元
の
こ

れ
ら
役
職
者
に
対
す
る
訓
誠
等
か
ら
推
察
し
て
、
そ
の
何
た
る
や
を
考
え
る
ほ

り
方
は
と
り
も
な
お
さ
ず
諸
仏
諸
祖
の
身
心
で
あ
っ
て
、
出
家
た
る
も
の
の
必

ず
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
、
も
し
こ
れ
を
学
ば
な
け
れ
ば
祖
師
道
は
廃

れ
、
甘
露
の
法
は
減
す
る
と
い
う
。
道
元
の
文
体
の
力
強
さ
は
既
に
定
評
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
叉
一
段
と
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
、
被
教
育
者
た

る
菩
薩
た
ち
の
五
夏
以
上
の
長
上
者
に
対
す
る
礼
儀
作
法
に
叶
っ
た
日
常
の
行

履
が
、
そ
の
ま
ま
仏
儀
仏
法
で
あ
る
と
宣
揚
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
道
元
は
叢

林
に
お
け
る
知
事
等
の
役
職
者
、
あ
る
い
は
五
夏
以
上
の
長
上
者
に
よ
る
一
般

衆
僧
の
教
育
、
い
わ
ゆ
る
菩
薩
の
教
育
を
明
か
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
従

っ
て
曹
洞
原
始
僧
団
に
は
道
元
に
よ
る
仏
の
教
育
と
、
知
事
・
長
上
者
等
に
よ

る
菩
薩
の
教
育
の
両
面
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

四
、
両
教
育
の
特
質
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か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
う
一
度
ふ
り
返
っ
て
仏
と
菩
薩
の
本
質
的
違

い
は
何
か
に
着
目
し
て
承
よ
う
。

禅
の
第
一
義
は
よ
く
一
円
相
に
よ
っ
て
現
わ
さ
れ
る
。
一
円
相
と
は
師
家
が

学
人
を
接
得
す
る
場
合
に
、
言
句
葛
藤
に
よ
ら
ず
、
よ
く
払
子
や
柱
杖
を
も
っ

て
一
つ
の
円
を
か
き
、
真
如
・
法
性
の
法
界
に
周
偏
せ
る
を
直
下
領
会
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
『
信
心
銘
』
や
『
碧
巌
録
』
第
六
十
九
則
に
も
見
え
て
い

る
が
、
道
元
も
そ
れ
ら
仏
祖
の
行
履
に
習
い
、
『
永
平
広
録
』
に
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

上
堂
、
以
二
佛
子
一
一
圓
相
云
、
身
心
脱
落
也
、
用
而
不
し
勤
。
（
中
略
）
凡

夫
執
而
纒
二
於
分
別
一
。
菩
薩
到
二
這
裏
一
厘
侭
進
修
、
諸
佛
到
二
這
裏
一
畷
畷

（
岨
）

演
説
。
妙
出
二
三
乘
一
、
功
超
二
萬
劫
一
。
水
月
莊
荘
舟
棹
閑
、

道
元
は
こ
こ
で
凡
夫
と
菩
薩
と
仏
、
三
者
の
違
い
を
明
確
に
指
摘
す
る
。
す
な

わ
ち
凡
夫
は
一
円
相
中
に
あ
り
な
が
ら
有
相
に
執
着
し
て
分
別
妄
想
に
纒
わ

れ
、
菩
薩
は
こ
こ
に
至
り
こ
れ
を
本
と
し
、
区
区
と
し
て
骨
を
折
り
、
幾
度
も

進
修
し
て
こ
れ
を
極
め
ん
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
諸
仏
は
自
利
行
を
終
え
て

利
他
を
専
ら
と
す
る
か
ら
、
一
円
相
中
に
あ
っ
て
畷
々
と
仏
事
を
演
説
す
る
。

そ
の
境
界
は
三
乗
差
別
修
行
の
間
を
出
離
し
、
無
作
の
功
を
尽
し
て
万
劫
を
超

越
す
る
。
と
な
る
と
、
こ
れ
ら
三
者
は
い
ず
れ
も
一
円
相
中
に
あ
る
こ
と
は
同

じ
で
あ
る
が
、
結
局
そ
の
中
で
の
在
り
方
が
問
題
で
あ
る
。
今
凡
夫
は
別
と
し

て
菩
薩
と
仏
の
在
り
方
に
限
っ
て
見
る
な
ら
、
両
者
の
相
違
は
自
己
自
身
「
佛

果
菩
提
ヲ
成
就
セ
ン
ト
思
ヘ
ル
」
（
『
随
聞
記
』
）
心
の
有
無
に
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
心
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
名
利
ノ
心
ロ
猶
捨
テ
ラ
レ
ザ
ル
」

（
同
）
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
心
が
消
失
し
般
若
の
船
に
棹
し
て
閑
か
に

遊
戯
す
る
の
が
仏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仏
や
菩
薩
の
在
り
方
が
こ
の
よ
う
な

も
の
だ
と
す
る
と
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
仏
の
教
育
や
菩
薩
の
教
育
も
、
自
ら

両
者
の
こ
の
よ
う
な
性
格
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

仏
の
仏
た
る
本
質
が
修
証
不
染
汚
、
す
な
わ
ち
一
切
の
名
利
心
の
消
失
に
あ

る
と
す
れ
ば
、
仏
の
教
育
の
第
一
の
特
質
は
次
に
述
べ
る
如
く
非
思
量
・
無
か

ら
の
教
育
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。
『
永
平
広
録
」
第
八
に
は
、

如
何
是
接
し
人
手
段
。
其
求
道
心
一
時
放
下
是
。
此
放
下
底
、
實
徹
二
大

（
照
）

道
一
底
之
時
節
也
。

未
二
是
人
之
強
爲
一
、
本
自
法
之
云
爲
也
。
（
中
略
）
正
常
悠
慶
、
不
し
管
し

（
Ｍ
）

目
、
管
二
得
自
管
一
不
し
得
。

と
あ
る
。
自
己
一
身
の
た
め
の
求
道
心
の
放
下
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
大
道
通

徹
の
時
節
で
あ
り
、
人
を
接
得
す
る
の
手
段
は
求
道
心
を
放
棄
し
て
無
所
得
た

る
に
如
く
は
な
い
。
「
佛
道
修
行
ノ
功
ヲ
モ
テ
、
代
り
二
善
果
ヲ
得
ン
ト
思
う

事
無
し
・
」
（
『
随
間
記
』
）
ぱ
、
そ
れ
は
既
に
「
我
身
心
ヲ
一
物
モ
ノ
コ
サ
ズ

放
下
シ
」
（
同
）
た
境
界
で
あ
る
。
こ
の
境
界
に
あ
っ
て
は
一
切
の
是
非
善
悪

を
管
ず
る
こ
と
な
く
、
自
己
・
我
心
と
い
う
も
の
も
な
い
。
こ
れ
が
仏
の
ま
さ

に
仏
で
あ
る
時
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
学
道
者
が
仏
位
に
到
る
の
は
人
間
の
強

為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
そ
の
も
の
の
云
為
に
よ
る
。
道
元
は
こ
の
境
界

を
「
佛
一
一
シ
カ
〈
レ
テ
」
（
同
）
と
言
い
、
あ
る
い
は
「
佛
の
か
た
よ
り
行
は

れ
て
」
（
生
死
）
と
表
現
す
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
分

別
判
断
を
越
え
た
非
思
量
・
無
の
境
地
を
指
す
。

こ
の
点
菩
薩
の
教
育
に
お
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
菩
薩
の
教
育
を
直
接

担
当
す
る
知
事
・
長
上
者
等
は
、
自
己
自
身
が
熾
烈
な
求
道
心
を
も
つ
こ
と
、

及
び
叢
林
に
お
け
る
役
目
上
、
仏
の
よ
う
に
非
思
量
・
無
に
な
り
き
っ
て
一
般

衆
僧
を
教
育
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
に
仏
道
修
行
中
の
役
職
者
と
し
て

四
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の
思
慮
判
断
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
道
元
は
『
永
平
清
規
』
知
事

清
規
の
中
で
、

臨
レ
行
し
事
時
、
必
與
二
諸
知
事
一
商
議
、
然
後
行
事
。
事
無
二
大
小
一
與
レ
人

（
鴫
）

商
議
而
乃
行
事
、
則
爲
公
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
知
事
職
に
は
そ
の
役
柄
に
よ
っ
て
、
衆
僧
の
食
事
一
切
を
掌

る
典
座
と
か
、
住
持
に
代
っ
て
院
内
外
の
諸
事
務
を
統
領
し
、
修
行
者
の
道
場

と
し
て
の
叢
林
を
円
滑
に
監
督
運
営
し
て
ゆ
く
監
院
と
か
、
僧
堂
内
で
衆
僧
の

修
行
を
督
励
監
視
し
、
且
つ
堂
内
の
衆
務
を
総
覧
す
る
維
那
、
そ
の
他
が
あ

り
、
彼
等
知
事
と
し
て
の
菩
薩
た
ち
が
叢
林
内
外
の
行
事
を
為
す
に
際
し
て

は
、
必
ず
独
断
専
行
す
る
こ
と
な
く
他
の
諸
知
事
と
商
議
し
、
そ
の
上
で
何
事

も
行
ぜ
よ
・
事
の
大
小
に
拘
ら
ず
人
と
相
談
し
て
行
事
す
る
の
が
院
内
大
衆
の

仏
学
道
の
為
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
院
内
に
お
け
る
諸
行
事

に
関
わ
る
知
事
等
の
商
議
・
商
量
に
つ
い
て
は
、
『
永
平
清
規
』
の
中
に
し
ば

し
ば
そ
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
お
り
、
今
も
う
一
例
だ
け
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

同
じ
く
『
永
平
清
規
』
に
監
院
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

監
院
如
レ
見
二
道
心
之
士
・
稽
古
之
人
一
、
綾
生
二
敬
重
顧
愛
之
念
一
。
若
見

雌
し
遇
二
經
巻
知
識
一
、
不
二
信
Ｉ
不
孝
於
三
寶
一
之
輩
、
及
無
二
道
念
一
不
二
稽

（
肥
）

古
一
之
輩
者
、
須
レ
知
、
魔
黛
也
、
閏
提
也
、
知
而
不
レ
可
二
容
衆
一
。

こ
れ
は
正
面
き
っ
て
知
事
に
商
量
せ
よ
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
は
な
い
。
し
か

し
監
院
が
一
般
衆
僧
の
日
常
の
修
行
を
見
て
、
ど
の
人
が
道
心
者
・
稽
古
の
人

で
あ
り
諺
ど
の
僧
が
経
巻
・
善
知
識
を
軽
蔑
す
る
生
臭
坊
主
で
あ
る
か
を
識
別

し
、
そ
れ
ら
無
道
心
者
を
叢
林
か
ら
追
放
す
る
に
至
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
監

院
の
分
別
判
断
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
分
別
判
断
の
基
礎
に
な

る
の
は
、
先
の
商
量
の
場
合
と
同
じ
く
わ
れ
わ
れ
人
間
の
思
考
力
・
認
知
作
用

に
外
な
ら
ず
、
こ
の
意
味
で
仏
の
教
育
が
無
か
ら
の
教
育
で
あ
る
に
対
し
、
菩

薩
の
教
育
は
そ
の
人
自
身
菩
提
を
希
求
す
る
人
間
の
理
性
に
よ
る
教
育
、
い
わ

ば
有
か
ら
の
教
育
と
言
え
よ
う
。

。
、
そ
の
方
法
叢
林
に
お
け
る
教
育
主
体
と
な
る
も
の
の
本
質
的
な
在
り
方

か
ら
し
て
、
仏
の
教
育
を
無
か
ら
の
教
育
、
菩
薩
の
教
育
を
有
か
ら
の
教
育
と

見
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
両
教
育
の
第
二
の
特
徴
を
見
て
ゑ
よ
う
。
仏
の
教
育

に
お
け
る
特
質
の
第
二
は
そ
の
方
法
の
厳
し
さ
で
あ
ろ
う
。
一
概
に
厳
し
さ
と

言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
色
々
あ
る
が
、
ま
ず
仏
学
道
の
前
提
条
件
と
し
て
道
元

が
弟
子
た
ち
に
要
求
す
る
の
は
、
「
身
命
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
ズ
發
心
修
行
ス
ル
」
（
『
随

間
記
』
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
捨
命
こ
そ
が
「
學
道
ノ
最
要
ナ
リ
」
（
同
）
と
さ
れ

る
。
よ
り
具
体
的
に
は
仏
家
の
食
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
道
元
は
、

菓
航
・
乞
食
・
信
心
施
ノ
三
種
ノ
食
、
皆
是
レ
清
浄
食
也
。
其
ノ
餘
ノ
田
（
Ⅳ
）

商
仕
エ
ノ
四
種
〈
、
皆
不
浄
邪
命
ノ
食
ナ
リ
。
出
家
人
ノ
食
分
二
非
ズ
。

と
示
し
、
木
の
実
や
乞
食
・
信
心
に
よ
る
施
物
の
三
種
の
食
物
だ
け
は
清
浄
食

だ
か
ら
、
こ
れ
を
食
べ
て
も
よ
い
が
、
そ
の
他
農
工
商
等
の
収
入
に
よ
る
食
物

は
、
不
浄
邪
命
の
食
だ
か
ら
こ
れ
を
一
切
口
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
。
叉
、

衣
食
に
つ
い
て
兼
て
か
ら
思
い
あ
て
が
う
こ
と
も
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
、
た
と
い

乞
食
を
す
る
に
し
て
も
、
「
失
食
絶
煙
ノ
時
、
其
虚
ニ
シ
テ
乞
食
セ
ン
、
其
人

一
一
用
事
云
ハ
ン
、
ナ
ン
ド
思
ヒ
タ
ル
モ
、
即
チ
物
ヲ
タ
ク
ワ
ヘ
、
邪
食
」
（
『
随

聞
記
』
）
で
あ
り
、
仮
に
こ
れ
ら
の
邪
食
を
食
べ
て
生
活
す
れ
ば
、
そ
の
身
は

邪
命
身
と
な
る
。
邪
命
身
を
も
っ
て
「
佛
法
ヲ
ノ
ゾ
マ
バ
、
沙
ヲ
オ
シ
テ
油
ヲ

モ
ト
ム
ル
ガ
如
」
（
同
）
き
も
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
道
元
の
修
行
時
代
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
僧
堂

で
坐
禅
中
に
何
人
か
の
僧
侶
が
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
先
師
如
浄

四
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は
、
や
に
わ
に
「
履
ヲ
以
テ
是
ヲ
打
、
誘
言
呵
噴
」
（
同
）
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
で
『
随
間
記
』
は
打
た
れ
た
僧
が
「
皆
被
レ
打
コ
ト
ヲ
喜
ビ
、
讃
歎
シ
」

（
同
）
た
と
告
げ
て
い
る
が
、
衆
僧
の
怠
惰
を
戒
め
る
た
め
に
ゞ
師
家
が
履
物

を
も
っ
て
殴
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
当
時
の
叢
林
の
日
常
で
は
必
ず
し
も
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
生
命
を
つ
な
ぐ
食
事
に
つ
い
て
厳
重

な
制
限
を
設
け
、
先
師
如
浄
の
殴
打
を
讃
嘆
の
念
を
も
っ
て
記
す
道
元
は
、
そ

の
住
環
境
に
つ
い
て
も
、
「
僧
堂
お
ほ
ぎ
な
ら
ず
、
前
架
・
後
架
な
し
。
夜
間

は
燈
光
あ
ら
ず
、
冬
天
は
炭
火
な
し
・
」
（
栢
樹
子
）
と
い
う
趙
州
従
論
（
七
七

八
’
八
九
七
）
の
傑
出
し
た
枯
淡
な
「
縦
跡
を
學
習
」
せ
よ
と
説
き
、
果
て
は

「
飢
死
モ
セ
ョ
、
寒
死
モ
セ
ョ
、
今
日
一
日
道
ヲ
間
テ
、
佛
意
二
随
テ
死
ン
ト

思
う
心
ヲ
、
先
ヅ
可
レ
發
」
（
随
間
記
）
と
要
求
す
る
。
万
劫
千
生
幾
度
か
生
死

を
繰
返
す
の
は
全
て
こ
れ
世
縁
妄
執
の
為
せ
る
わ
ざ
で
あ
り
、
た
と
い
飢
死
に

せ
よ
寒
死
に
せ
よ
、
今
生
に
一
度
仏
制
に
順
っ
て
「
死
セ
ン
、
是
永
劫
ノ
安
樂

ナ
ル
・
へ
シ
」
（
同
）
と
い
う
の
が
、
彼
の
叢
林
教
育
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
道
元

の
仏
の
教
育
は
こ
の
よ
う
に
捨
命
の
厳
し
さ
を
も
っ
て
弟
子
に
迫
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
点
、
同
じ
叢
林
内
の
知
事
等
に
よ
る
菩
薩
の
教
育
は
如
何
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
原
始
僧
団
に
お
け
る
逸
材
、
懐
弊
・
義
介
等
、
菩
薩

た
ち
の
修
行
ぶ
り
の
激
し
さ
と
、
そ
れ
ら
を
讃
美
宣
揚
し
て
、
も
っ
て
一
般
衆

僧
に
学
ば
せ
ん
と
す
る
道
元
の
態
度
で
あ
る
。
『
三
祖
行
業
記
』
は
一
会
の
上

（
マ
マ
）

足
た
る
懐
弊
の
修
行
が
抜
群
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
「
師
四
客
典
座
及
首
座
。
多

年
之
間
、
兼
行
侍
者
。
」
と
伝
え
て
い
る
。
懐
弊
は
知
客
・
典
座
あ
る
い
は
首

座
と
し
て
院
内
の
重
要
な
役
務
に
邇
進
し
、
し
か
も
そ
の
間
ず
っ
と
道
元
の
侍

者
を
兼
て
い
た
。
一
口
に
こ
う
言
っ
て
も
、
師
の
侍
者
を
兼
ね
な
が
ら
、
知
客

は
と
も
か
く
典
座
・
首
座
の
役
務
に
精
励
す
る
こ
と
は
並
大
抵
の
わ
ざ
で
は
な

い
。
当
時
深
草
で
は
学
道
者
の
外
出
許
可
は
月
二
回
ま
で
と
決
っ
て
い
た
が
、

折
悪
し
く
重
病
の
床
に
臥
っ
て
い
る
懐
弊
の
母
か
ら
、
最
後
の
対
面
を
望
む
使

い
が
た
び
重
っ
た
時
な
ど
は
、
門
下
の
一
衆
の
勧
め
に
も
拘
ら
ず
、
「
佛
姐
ノ

軌
範
衆
議
ヨ
リ
モ
重
シ
、
マ
サ
シ
ク
コ
レ
古
佛
ノ
禮
法
ナ
リ
」
（
『
傳
光
録
』
）

と
言
っ
て
遂
に
衆
議
に
従
わ
ず
、
故
に
衆
人
は
舌
を
ま
き
「
諸
人
讃
歎
シ
テ
、

實
ニ
コ
レ
人
オ
コ
シ
ガ
タ
キ
志
ナ
リ
、
（
中
略
）
師
ノ
・
コ
ト
ク
ナ
ル
古
今
未
二
見

聞
一
ナ
リ
・
」
（
同
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
耽
道
抜
群
な
懐
弊
に
つ
き
、
『
日
本

洞
上
聯
燈
録
』
も
「
元
開
二
永
平
一
、
師
裁
レ
カ
輔
抑
。
毎
し
有
二
法
令
一
、
元
必

命
し
師
施
行
。
」
と
記
し
て
い
る
。
洛
南
か
ら
北
越
へ
移
錫
し
た
原
始
僧
団
に
あ

っ
て
、
力
の
限
り
道
元
を
輔
弼
す
る
懐
弊
を
、
道
元
は
教
授
阿
閣
梨
と
し
て
重

視
し
、
一
山
の
法
令
は
悉
く
自
己
に
代
っ
て
彼
に
施
行
さ
せ
て
い
る
。
又
建
長

五
年
（
一
二
五
三
）
、
懐
弊
を
永
平
寺
第
二
代
と
し
た
時
に
は
、
夜
に
小
参
、

早
朝
に
上
堂
が
あ
っ
た
が
、
道
元
は
自
身
の
重
病
を
も
顧
ず
、
「
乍
レ
臥
二
病

床
一
、
乘
レ
輿
來
而
聴
聞
證
。
然
而
不
し
捨
二
事
師
之
禮
一
・
」
（
『
三
祖
行
業
記
』
）

と
言
わ
れ
、
態
々
輿
に
乘
り
來
っ
て
懐
弊
の
演
法
を
大
衆
の
面
前
で
証
明
し
、

且
つ
事
師
の
礼
を
も
っ
て
わ
が
弟
子
を
遇
し
た
の
で
あ
る
。

懐
弊
の
跡
を
継
ぎ
永
平
寺
第
三
代
と
な
っ
た
義
介
に
つ
い
て
は
、
『
日
域
洞

上
諸
祖
傳
』
に
「
及
三
元
遷
住
二
永
平
一
。
職
以
二
典
座
一
。
次
以
二
監
寺
一
。
書
則

管
二
癖
衆
事
一
。
夜
則
坐
禅
達
し
且
。
元
見
二
其
志
行
一
。
毎
附
し
静
嘆
日
。
眞
法
器

也
。
」
と
見
え
て
い
る
。
深
草
時
代
の
あ
る
日
、
師
道
元
か
ら
「
是
法
住
二
法

位
一
・
：
」
と
い
う
古
人
の
話
を
聞
い
て
、
い
さ
さ
か
省
悟
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ

た
義
介
は
、
「
目
し
爾
爲
レ
法
捨
レ
身
之
志
、
逐
日
増
進
。
」
（
『
三
祖
行
業
記
』
）

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
師
に
従
っ
て
越
州
に
下
っ
て
か
ら
は
典
座
叉
は
監

四
六



寺
と
し
て
昼
は
衆
事
を
営
弁
し
、
夜
は
坐
禅
し
て
暁
に
達
す
る
と
い
う
弁
道
ぶ

り
で
あ
っ
た
。
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
の
冬
に
は
殊
の
外
雪
が
深
く
、
そ
の

漫
々
た
る
雪
の
中
、
八
町
の
曲
坂
を
料
桶
を
担
い
で
登
り
下
り
し
、
大
衆
に
二

時
の
粥
飯
を
供
養
す
る
義
介
典
座
の
姿
も
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
義
介
の
道
心

堅
固
な
行
実
を
、
道
元
は
い
つ
も
「
真
の
法
器
だ
」
と
膝
を
叩
い
て
褒
め
て
い

た
。
一
会
の
上
首
た
る
菩
薩
た
ち
の
こ
れ
ら
血
の
惨
む
よ
う
な
激
し
い
精
進
弁

道
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ら
知
事
・
役
職
者
た
ち
の
分
業
的
組
織
と
道
心
を
通
し

て
の
猛
修
行
を
範
例
と
し
て
、
叢
林
運
営
を
円
滑
な
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
一
山

の
大
衆
の
為
法
捨
身
の
決
意
と
学
道
を
促
が
し
、
や
が
て
は
身
心
脱
落
を
期
せ

ん
と
す
る
道
元
の
家
風
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
菩
薩

の
教
育
の
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
院
内
の
教
育
者
と
し
て
の
菩
薩
た
ち
の
修
行

の
激
し
さ
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

日
、
そ
の
背
景
一
般
に
仏
教
の
説
く
と
こ
ろ
は
慈
悲
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ

ら
両
教
育
に
も
も
と
よ
り
慈
悲
の
心
は
充
溢
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
仏
の
教
育

と
菩
薩
の
教
育
の
背
景
を
為
す
と
思
わ
れ
る
慈
悲
に
は
何
ら
か
の
違
い
が
あ
る

で
あ
ろ
う
か
。
次
に
両
教
育
の
夫
夫
の
背
景
に
あ
る
慈
悲
を
瞥
見
し
て
ゑ
よ

う
。
ま
ず
仏
の
慈
悲
と
は
『
宝
慶
記
』
に
あ
る
如
く
「
所
し
有
功
徳
廻
二
向
一

切
一
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
釈
尊
が
二
十
年
の
仏
寿
を
分
け
て
末
世
の

わ
れ
ら
を
蔭
う
よ
う
に
、
「
全
不
し
可
し
求
レ
果
。
亦
不
レ
可
し
求
レ
富
。
」
（
『
永
平
清

規
』
）
す
な
わ
ち
一
切
の
報
酬
を
期
さ
ぬ
不
染
汚
の
慈
悲
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
菩
薩
の
慈
悲
は
少
く
と
も
そ
れ
を
曹
洞
原
始
僧
団
に
つ
い
て
見
る
限
り
、

「
法
を
他
の
た
め
に
と
く
誠
心
あ
れ
ば
、
自
己
の
得
法
や
す
き
な
り
。
あ
る
い

は
他
人
の
法
を
き
ぐ
を
も
、
た
す
け
す
す
む
れ
ぱ
、
ゑ
づ
か
ら
が
學
法
よ
き
た

よ
り
を
う
る
な
り
。
」
（
自
證
三
昧
）
と
さ
れ
、
大
旨
、
知
事
の
役
割
が
方
来
を

一

一・一一

五
、
お
わ
り
に

曹
洞
原
始
僧
団
に
お
け
る
道
元
の
衆
僧
教
育
は
果
た
し
て
先
学
の
説
の
通

り
、
菩
薩
の
教
育
と
規
定
し
て
よ
い
も
の
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し

て
、
叢
林
の
主
宰
者
道
元
は
現
身
の
仏
、
そ
の
弟
子
た
ち
は
大
乘
の
菩
薩
で
あ

る
と
規
定
し
、
当
時
の
僧
院
に
は
道
元
に
よ
る
仏
の
教
育
と
、
先
輩
・
役
職
者

等
に
よ
る
菩
薩
の
教
育
と
が
共
在
し
た
こ
と
を
見
、
且
つ
そ
れ
ら
両
教
育
の
も

つ
特
質
を
ゞ
主
体
・
方
法
・
背
景
の
三
つ
の
面
か
ら
概
観
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
最
後
に
紙
幅
の
許
す
限
り
こ
れ
ら
両
教
育
に
時
間
的
観
念
を
導
入
し
て
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拙
論
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
『
正
法
眼
蔵
』
有
時
に
は
「
住

法
位
の
活
鯵
々
地
な
る
、
こ
れ
有
時
な
り
。
（
中
略
）
時
は
一
向
に
す
ぐ
る
と

の
玖
計
功
し
て
、
未
到
と
解
會
せ
ず
。
」
と
あ
り
、
又
「
凡
夫
の
有
時
な
る
に

一
任
す
れ
ば
、
菩
提
・
浬
盤
も
わ
づ
か
に
去
來
の
相
の
み
な
る
有
時
な
り
。
」

（
同
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
凡
夫
に
は
菩
薩
を
も
含
む
こ

と
、
諸
釈
書
に
明
か
で
あ
る
が
、
仏
が
無
擬
自
在
に
行
仏
の
威
儀
を
現
成
す
る

と
こ
ろ
、
そ
こ
に
煩
悩
火
宅
の
世
俗
的
時
間
を
越
え
た
有
時
の
而
今
、
い
わ
ば

絶
対
現
在
と
で
も
言
う
べ
き
不
連
続
の
時
間
が
現
出
す
る
。
と
こ
ろ
が
時
間
は

顧
愛
し
「
慈
二
育
雲
水
一
」
（
『
永
平
清
規
』
）
す
る
「
大
旱
之
森
雨
」
（
同
）
の

如
き
も
の
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
そ
の
慈
悲
の
影
に
は
菩
薩
そ
の
も
の
の
本
質

か
ら
く
る
自
己
の
得
道
へ
の
切
な
る
願
心
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
己
一

身
の
生
命
を
投
げ
捨
て
て
も
何
ら
の
代
償
を
求
め
ぬ
仏
の
慈
悲
を
、
絶
対
的
慈

悲
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
他
を
利
す
る
が
如
く
し
て
兼
て
自
利
を
も
計
ら
ん
と
す
る

菩
薩
の
慈
悲
は
、
い
わ
ば
相
対
的
慈
悲
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
こ

に
両
教
育
に
お
け
る
第
三
の
特
質
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
七



経
過
す
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
、
不
去
来
の
時
間
を
知
ら
ぬ
凡
夫
は
、
時
に

は
坐
禅
し
時
に
は
焼
香
礼
拝
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
威
儀
は
常
に
連
続
的
時

間
の
栓
桔
を
免
れ
得
な
い
。
前
者
が
常
識
的
・
世
俗
的
時
間
を
抜
け
出
し
た
絶

対
現
在
に
お
い
て
現
成
す
る
無
・
無
相
の
教
育
と
す
れ
ば
、
後
者
す
な
わ
ち
自

己
自
身
の
学
道
を
通
し
て
会
下
の
衆
僧
を
化
導
せ
ん
と
す
る
菩
薩
の
教
育
は
、

あ
る
と
き

紛
れ
も
な
く
歴
史
的
・
経
験
的
世
界
の
も
の
で
あ
り
、
文
字
通
り
有
時
に
お
い

て
成
立
す
る
有
・
有
相
の
教
育
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１
）
こ
こ
で
は
道
元
の
安
養
院
入
院
か
ら
入
寂
時
ま
で
の
僧
団
を
言
う
。

（
２
）
大
久
保
道
舟
編
、
道
元
禅
師
全
集
上
、
三
三
七
頁

（
３
）
大
正
蔵
経
訓
、
諭
伽
師
地
論
第
八
十
三
、
七
六
五
頁

（
４
）
同
記
、
大
智
度
論
第
六
十
五
、
五
一
二
頁

（
５
）
前
掲
全
集
上
、
辨
道
話
、
七
二
九
’
七
三
○
頁

（
６
）
同
下
、
永
平
室
中
聞
書
、
五
○
三
頁

（
７
）
大
正
蔵
経
〃
、
大
毘
婆
沙
論
一
七
六
、
八
八
七
頁

（
８
）
前
掲
全
集
上
、
見
佛
、
四
八
五
頁

（
９
）
同
四
八
○
頁

（
Ⅲ
）
同
下
、
対
大
己
法
、
三
○
八
頁

（
皿
）
同
三
二
頁

（
胆
）
同
永
平
広
録
第
六
、
一
○
六
頁

（
昭
）
同
永
平
広
録
第
八
、
一
五
四
頁

（
Ｍ
）
同
一
六
一
頁

（
妬
）
同
永
平
清
規
、
知
事
清
規
、
三
三
三
頁

（
随
）
同
三
三
四
頁

（
Ⅳ
）
同
随
聞
記
一
ノ
三
、
四
二
○
頁

付
記
Ｉ
本
稿
は
昭
和
五
十
一
年
度
本
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
務
を
基
に
纒

め
た
も
の
で
あ
る
。
へ

注

四
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